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今回の自己点検評価にあたって 
 

 北海道大学 遺伝子病制御研究所は，平成 12 年 4 月に免疫科学研究所と医学部附属癌研究施設が統合

し，遺伝子病の病因，病態を解明し，予防・治療法を開発することを目的に創設されました。爾来，北

海道大学における強固な医学生命系の国際的研究拠点としての役割を果たすべく，教育と研究に邁進し

て参りました。遺伝子病制御研究所の主たる研究室は病因研究部門，病態研究部門，疾患制御研究部門

に配置された教授を分野の長とする 9 研究分野であり，それぞれ独立して独自の視点，発想から独創的

な研究を展開しています。本研究所がターゲットとしている疾病は，がん，免疫疾患，炎症，感染症，

等々ですが，これらの疾患発生の根本的なメカニズムを解明するために基礎生命科学研究にも注力して

います。また，遺伝子病制御研究所は，第 2期中期目標期間の開始年度である平成 22年 4月に文部科学

省から全国共同利用・共同研究拠点「細菌やウイルスの持続性感染により発生する感染癌の先端的研究

拠点」として認定を受け，感染癌の研究者コミュニティに資するべくその研究活動を支援して参りまし

た。具体的には，研究所の各研究分野が共同研究の受け入れ先となって，当研究所が保有する研究技術，

研究成果，最先端の研究機器や設備，また化合物のライブラリーやデータベースを活用いただいてきま

した。また，感染癌の研究者が集って議論する研究集会の開催も支援してきました。 

このような研究所の活動を自ら振り返り，将来の発展の糧とするために，今回第３期中期目標期間の 1

年目から 4 年目までに相当する，平成 28 年 4 月から令和 2 年 3 月に至る期間の研究所の活動について，

自己点検・評価を行いました。まず点検評価委員会を設置し，策定した評価スケジュールに従って自己

点検評価報告書を作成し，これについて，（1）管理運営，（2）研究体制と将来構想，（3）研究（論文，

研究費と外部資金獲得，産学連携），（4）教育（人材育成），（5）北海道大学の機能強化への貢献，（6）

社会貢献（アウトリーチ），（7）国際交流，（8）設備，（9）国立大学共同利用・共同研究拠点事業，の各

項目について，自己評価を行い，自己点検評価報告書としてまとめました。更に，この自己点検評価報

告書について，外部の専門家により構成される外部評価委員会(委員長：大島正伸 金沢大学がん進展制

御研究所 教授，委員：松浦善治 大阪大学微生物病研究所 教授，高柳 広 東京大学大学院医学系研究科 

教授)により外部評価を行なっていただきました。自己点検評価報告書と外部評価報告書をここにまとめ

てご報告いたします。ご覧いただけば分かります通り，概ね良好な評価を得ることができましたが，外

部評価では，教員のダイバーシティについて，女性研究者（特に PI）や外国人研究者の増員が好ましい

等の課題もいただいております。 

遺伝子病制御研究所は，令和 4 年度より始まる第 4 期中期目標期間においても引き続き感染癌におけ

る全国共同利用・共同研究拠点活動を展開して行くことが決まっております。そこで令和 3 年度から 4

年度にかけて，3 名の感染癌研究者を専任あるいはクロスアポイントメント教員として採用し，研究所

の感染癌研究を強化いたしました。また，令和 2年度から 4年度にかけて，3名の教授，1名のアンビシ

ャステニュアトラック独立准教授，1 名の女性独立准教授を採用し，第 4 期中期目標期間での更なる発

展へ向けて準備は整いつつあります。今回の自己点検評価，外部評価により見えてきた課題に取り組み

つつ，生命科学の世界的な研究拠点として認知され，高い評価を受けることを目標にして，所員一同邁

進して参りたいと思います。最後に今回の自己点検評価に携わっていただいた方々，学部評価委員の先

生方に厚くお礼を申し上げて私の言葉とさせていただきます。今後共，遺伝子病制御研究所に対して，

より一層のご指導，ご鞭撻を賜りますよう，よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

令和４年３月 

北海道大学 遺伝子病制御研究所  

所長 田 中 一 馬  
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生命医科学分野

北海道大学遺伝子病制御研究所　外部評価委員会委員名簿

基礎医学分野

生物学分野

所属・職名・氏名

金沢大学
がん進展制御研究所　教授
　大　島　正　伸　（おおしま　まさのぶ）氏

大阪大学
感染症総合教育研究拠点　特任教授
　松　浦　善　治　（まつうら　よしはる）氏

東京大学大学院
医学系研究科　教授
　高　柳　　広　（たかやなぎ　ひろし）氏



構　成　員 職名 氏　名 備　　考

所長（委員長） 教授 田中　一馬 職指定

本研究所専任の教授 教授 近藤　亨

本研究所専任の教授 教授 髙岡　晃教

本研究所専任の教授 教授 村上　正晃

本研究所専任の教授 教授 清野　研一郎

本研究所専任の教授 教授 野間　健一

本研究所専任の教授 教授 茂木　文夫

本研究所専任の教授 教授 田中　一馬

本研究所専任の教授 教授 園下　将大

附属動物実験施設長 教授 髙岡　晃教 職指定

附属感染癌研究センター長 教授 村上　正晃 職指定

事務部長 佐藤　浩司 R2.4.1～

令和３年度　遺伝子病制御研究所評価委員会委員名簿

令和3年4月1日現在
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外部評価委員会次第 
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北海道大学遺伝子病制御研究所外部評価委員会 

  日 時：令和４年２月１０日（木）13:30～16:30 
  場 所：オンライン(Zoom)により開催 

  １．開 会（遺伝子病制御研究所長） 
① 開会挨拶
② 外部評価委員の紹介
③ 北海道大学遺伝子病制御研究所点検評価委員会委員等の紹介
④ 委員長選出

２．概略説明（遺伝子病制御研究所長・遺伝子病制御研究所副所長） 

３．自己点検・評価報告書説明 
（遺伝子病制御研究所長・遺伝子病制御研究所副所長） 

４．総括質疑・意見交換（外部評価委員会委員長） 

  ５．閉 会（外部評価委員会委員長） 
① 講評
② 閉会挨拶
③ その他
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Ⅱ 外部評価委員会の総括 

7



外部評価委員会の総括 

  

      北海道大学遺伝子病制御研究所外部評価委員会 

   委員長 大島 正伸  

（金沢大学がん進展制御研究所・教授） 

 

北海道大学遺伝子病制御研究所は、免疫学および腫瘍学研究を推進した歴史の上に、

北海道大学の生命科学と基礎医学を指向する唯一の研究所として研究活動を推進して

いる。がんは日本人の死亡原因の第一位であり、その 20%は感染症が関与すると考えら

れ、「感染癌」の病態解明と予防治療法の開発は、国際的にも重要な研究領域である。

遺伝子病制御研究所は、感染癌の先端的研究に特化した、本邦で唯一の共同利用・共

同研究拠点として、その存在意義は高い。また、研究所には、免疫学、炎症、腫瘍学、発

生学などの幅広い研究領域で活躍する若手を含む優秀な研究者が揃っており、多面的

なアプローチで感染癌に取り組み、さらに本研究所で開発された独創性の高い研究資源

の供与を通して、国内外との質の高い共同研究を推進し、高い実績をあげている。以上

のように、共同利用・共同研究拠点として研究所のミッションを明確に設定し、それに向

けた人事を含む活動方針に研究所が一丸となって邁進し、その結果が重要な成果として

研究領域や社会に還元されている点を高く評価する。 

 

研究面においては、国際的にインパクトの高い論文を継続的に発信し、大型の研究費も

複数獲得しており、当該領域の中核的な研究拠点としての役割を果たしている。教育面

でも、医学系を含め自然科学系からも広く大学院生を受け入れて研究指導しており、学

祭的な研究者の育成が進められている。さらに、部局横断的シンポジウムや、感染癌に

特化したシンポジウムの開催により、若手研究者の交流や人材発掘など、若手人材育

成を積極的に進めており、関連研究領域の将来の発展に向けた取り組みが評価され

る。 

 

アウトリーチ活動も積極的に推進し、おそらく他の附置研究所や共同研究拠点では見ら

れない活動として、幼稚園を訪問しての免疫学講座や、小学生を対象としたこども研究

所の開催は極めてユニークな取り組みであり、理系離れが指摘される本邦の未来に貢

献する活動として見守りたい。ホームページでの動画配信や、ニュースレターなどの取り

組みも進めており、研究所の成果を社会に還元しようという取り組みが評価できる。 

 

また、クロスアポイントメントを利用した国内外からの人材確保や、海外の先端的研究施

設との連携などを推進し、研究所の国際化が進められている。この取り組みは、国際共
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著論文として成果が現れており、将来的には国際共同研究拠点として発展して行くこと

が期待される。以上の活動により、遺伝子病制御研究所は独自性の高い研究領域の創

出と高い研究実績を持つ附置研究所として、北海道大学の機能強化にも大きく貢献して

いると判断できる。 

 

最後に、所長はじめ執行部の強いリーダーシップのもとに、小規模ながら世界的な研究

成果を発信する研究所体制を確立し、全国共同利用・共同研究拠点の活動を通して、当

該研究領域の発展に大きく貢献していることに、外部評価委員として敬意を表する。外

部委員会の総括と、各委員からの個別の評価を合わせて、今後の研究所の活動方針に

参考にして頂ければ幸いです。 
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Ⅲ 遺伝子病制御研究所 

外部評価調書 
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遺伝子病制御研究所 外部評価調書 

外部評価者氏名  大島 正伸

１ 理念・目標 

２ 沿革 

３ 組織体制 

４ 中期目標・中期計画 

５ 研究体制と将来構想 
特記すべき点  

（優れた点）  

北海道大学遺伝子病制御研究所は、免疫学およびがん研究の強みを生かして、感染癌

の先端的研究拠点として、全国共同利用・共同研究拠点としての活動を推進している。

がんは日本人の死亡原因の第一位であり、胃がん、子宮頸がんを含むがんの約 20％が、

感染症と密接に関連することが疫学的に報告されている事からも、感染癌の病態解明と

予防治療法の開発は、がんによる死亡率の低下と長寿健康社会の実現にも重要な研究領

域である。当該研究所は、本邦でも唯一の感染癌に特化した共同研究拠点として、活動

を続けており、国際的にも高く評価される所謂 top10%の学術雑誌への論文発表や、大型

の研究資金を継続的に獲得するなど、十分な存在感を持って、感染癌研究領域の発展に

尽している。  

また、当該研究所の PI は、自然免疫（炎症）、獲得免疫、発生学、がん、幹細胞学な

ど、疾患の病態解明に重要な基礎研究領域の第一線の研究者で構成され、感染癌を中心

に据えながら、研究所名にも冠する「遺伝子病」の関連疾患の理解と治療を目指した基

礎研究および応用研究を展開させている。人材の流動性も高く、独創性の高い勢いのあ

る若手研究者を積極的に採用しており、将来の研究所の発展に向けた取り組みも評価で

きる。  

さらに、研究所の特性を生かした内容の「感染・癌・免疫・炎症シンポジウム」や大

学内の部局の壁を超えたシンポジウム、連携を通して若手研究者の育成やネットワーク

の促進は、将来の研究領域の発展に大きく貢献が期待できる。  

次期の全国共同利用・共同研究拠点も感染癌に特化させた先端的研究の発展を目指し

ており、それに向けたクロスアポイントメント等を利用した人材の獲得も実施するなど、

実績に裏付けられた将来構想の実現のために、研究体制を整備している点も高く評価す

る。  

（改善を要する点）  

北海道大学内の共同利用・共同研究拠点どうしの連携は、ユニークな取り組みで新し

い融合研究の創出が期待される。一方で、学外の、免疫やがんなどの医学研究を推進す

る研究施設との連携を積極的に推進することで、大学院生や若手研究者の人材交流や人

事的な交流につながることが期待される。  
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以下の「評価結果及び判断理由」（評価結果）は，下記 4 段階から選択願います。  

ア．自己点検・評価の内容は，期待される水準を大きく上回る

イ．自己点検・評価の内容は，期待される水準を上回る

ウ．自己点検・評価の内容は，期待される水準にある

エ．自己点検・評価の内容は，期待される水準を下回る

６ 研究 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

（  ア ・ イ ・ ウ ・ エ  ）

（判断理由）  

研究所を構成する各研究室がそれぞれ高いアクティビティを示しており、継続的にイ

ンパクトの高い論文が発表されている。また、科研費新学術領域の領域代表や AMED の

大型研究費の研究代表者を研究所から輩出しているなど、競争的資金の獲得において

も、高い成果が認められる。

感染癌研究拠点としての研究所の方向性を見据えながらも、基礎生物学や遺伝学など

の幅広い分野の若手研究者を登用するなど、柔軟な融合研究による研究の発展を見据え

た組織体制の構築を行なっている点からも、研究面での評価は期待される水準を大きく

上回っていると判断する。  

特記すべき点  

（優れた点）  

（改善を要する点）  
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７ 教育 

８ 人材育成 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

（  ア ・ イ ・ ウ ・ エ  ）

（判断理由）  

医学系、化学系、生物系など、バックグランドの異なる領域の大学院生の研究指導を

幅広く行なっており、学際的な視野を持つ研究者育成が期待される。また、研究所が主

催するシンポジウムには若手研究者が多数参加しており、研究に関する議論の場や共同

研究の機会を提供している。さらに、寄付金を基にした基金を設立して、若手研究者の

海外派遣や招聘事業を実施している。  

特記すべき点  

（優れた点）  

（改善を要する点）  
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９ 北海道大学の機能強化への貢献 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

（  ア ・ イ ・ ウ ・ エ  ）

（判断理由）  

大学における附置研究所の重要性は、先端的かつ独創的な研究推進であり、その結果

としてのインパクトの高い論文による研究領域や一般社会への波及効果や、大型研究費

獲得、設備の充実、産学連携への発展が大学の機能強化に貢献する。その点において、

遺伝子病制御研究所は、これまでの基礎医学研究領域における高い実績面から、北海道

大学の機能強化に十分高く貢献している。  

特記すべき点  

（優れた点）  

（改善を要する点）  
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10 社会貢献（アウトリーチ） 
評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

（  ア ・イ ・ ウ ・ エ  ）

（判断理由）  

ホームページやニュースレターによる研究内容や公開講座など、共同研究拠点活動を

積極的に報告している。また、PI レベルでの SNS を使った各研究室からの発信も、一般

への研究所紹介活動として評価できる。  

また本研究所は、幼稚園での免疫学に関する演劇や、こども研究所開催など、将来を

担う子供達への啓蒙活動を積極的に推進しており、この活動は全国の附置研究所や共同

研究拠点の中でも特にユニークな活動である。  

特記すべき点  

（優れた点）  

（改善を要する点）  
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11 国際交流 
評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

（  ア ・ イ ・ ウ ・ エ  ）

（判断理由）  

海外研究機関との連携協定をはじめ、国際共同研究を積極的に推進しており、国際共

著論文の発表として着実に成果が出ている。また、共同研究拠点の活動の一環として、

国際研究集会の開催サポートを公募するなど、研究所内にとどまらずに広く研究の国際

交流に貢献する姿勢が評価できる。  

さらに、本研究所は以前からクロスアポイントメント制度を利用して、海外の研究者

を招聘し、またリエゾンラボにおける国際共同研究など、独創的な国際交流の取り組み

を推進している。  

特記すべき点  

（優れた点）  

（改善を要する点）  

16



12 設備 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

（  ア ・ イ ・ ウ ・ エ  ）

（判断理由）  

研究所に配置した機器を、共同研究拠点の共通機器として公開し、共同研究採択者の

高い利用率が認められる。また、本研究所の独創的な研究資源として、研究対象領域の

遺伝子発現情報の公開や、免疫細胞解析結果の公開なども、共同研究者の論文発表促進

につながり、関連研究領域の発展に大きく貢献している。  

特記すべき点  

（優れた点）  

（改善を要する点）  
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13 国立大学共同利用・共同研究拠点事業 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

（  ア ・ イ ・ ウ ・ エ  ）

（判断理由）  

当該研究所の、免疫学およびがん研究の強みを生かして、感染癌の先端的研究拠点と

して、全国共同利用・共同研究拠点としての活動を推進している。がんは日本人の死亡

原因の第一位であり、胃がん、子宮頸がんを含むがんの約 20％が、感染症と密接に関

連することが疫学的に報告されている事からも、感染癌の病態解明と予防治療法の開発

は、がんによる死亡率の低下と長寿健康社会の実現にも重要な研究領域であり、そこに

研究拠点の強い存在意義がある。当該研究所は、本邦でも唯一の感染癌に特化した共同

研究拠点として活動を続けており、研究所員によるインパクトの高い論文発表や、大型

の研究資金の継続的な獲得など、当該領域における中核的な研究拠点としての役割を果

たしている。  

さらに、遺伝子発現情報や免疫細胞の解析情報などのユニークな共同研究資源を活用

し、広く国内外との共同研究を実施しており、その成果も国際共著論文として発表され

るなど、独自性の高い共同研究拠点事業の活動は期待される水準を大きく上回っている。 

特記すべき点  

（優れた点）  

（改善を要する点）  
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14 遺伝子病制御研究所各分野における研究概要と成果 
特記すべき点  

（優れた点）  

十分な実績を持つ中堅からシニア世代の研究者が、免疫、がん、炎症、再生といった、

本研究所の土台をなす研究領域をカバーしつつも継続的に研究成果を出し続けている点

は評価できる。その上で、過去数年の間に採用された PI による研究は、これまでの研究

所内で推進された研究内容の枠に囚われずに推進され、研究所全体の研究内容に深みと

幅をもたらしており、研究所所内での新たな融合研究の創出が期待される。  

（改善を要する点）  
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総合評価 

北海道大学遺伝子病制御研究所は、免疫学およびがん研究を推進した長い歴史があり、

その伝統の強みを生かして、現在は、感染癌の先端的研究拠点として全国共同利用・共

同研究拠点としての活動を推進している。がんは日本人の死亡原因の第一位であり、胃

がん、子宮頸がんを含むがんの約 20％が、感染症と密接に関連することが疫学的に報告

されている事からも、感染癌の病態解明と予防治療法の開発は、がんによる死亡率の低

下と長寿健康社会の実現にも重要な研究領域である。当該研究所は、本邦でも唯一の感

染癌に特化した共同研究拠点として、活動を続けており、国際的にも高く評価される所

謂 top10%の学術雑誌への論文発表や、大型の研究資金を継続的に獲得するなど、十分な

存在感を持って、感染癌研究領域の発展に尽している。  

また、当該研究所は、免疫学、がん研究、幹細胞学など、疾患の病態解明に重要な基礎

研究領域の第一線の研究者で構成される点で、他のがん研究施設とは一線を画している。

さらに、感染癌を研究対象の中心に据えながらも、幅広い疾患の病態解明とその克服を

目指した研究を広く展開している点も、将来の発展を期待させる点である。人材の流動

性も高く、独創性の高い勢いのある若手研究者を積極的に採用しており、研究所の人事

が硬化せず、将来の発展に向けて取り組んでいる点も評価できる。  

さらに、研究所の特性を生かした内容の「感染・癌・免疫・炎症シンポジウム」や大学

内の部局の壁を超えたシンポジウム、連携を通して若手研究者の育成やネットワークの

促進は、将来の研究領域の発展に大きく貢献が期待され、教育面では医学系に限らずに

化学系、生物系からも広く大学院生を受け入れて主任指導しており、学際的な人材育成

に貢献している。  

第四期中期計画の全国共同利用・共同研究拠点でも感染癌に特化させた先端的研究の

さらなる発展を目指しており、それに向けたクロスアポイントメント等を利用した人材

の獲得も実施するなど、実績に裏付けられた将来構想の実現のために、研究体制を整備

している点も高く評価する。  
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遺伝子病制御研究所 外部評価調書 

外部評価者氏名 松浦 善治 

１ 理念・目標 

２ 沿革 

３ 組織体制 

４ 中期目標・中期計画 

５ 研究体制と将来構想 

特記すべき点  

（優れた点）  

遺伝子病制御研究所は，北海度大学における医学生命系の国際的研究拠点としての役割

を果たし，癌や免疫異常によって引き起こされる遺伝子病の原因解明と治療法の開発を

目的として設立され、免疫学、感染症学、腫瘍学の領域で最先端の基礎研究を展開して

おり，研究内容は非常に高いレベルにある。本研究所は、研究成果をトップジャーナル

に多く発表し、ムーンショット等の大型研究費も獲得しており、北大部局横断シンポジ

ウム等により若手・女性研究者育成を実践するとともに、幼稚園から企業までを念頭に

一般公開・体験学習授業、出張授業・演劇、職場体験などの社会貢献を積極的に実施し

ている。また、北海道大学近未来戦略 150 の世界からトップクラスの研究者が集まり最

先端の国際連携研究が行われる環境を整備し、世界に誇るグローバルな頭脳循環拠点構

築にも貢献している。  

（改善を要する点）  

特にない。  
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以下の「評価結果及び判断理由」（評価結果）は，下記 4 段階から選択願います。  

ア．自己点検・評価の内容は，期待される水準を大きく上回る

イ．自己点検・評価の内容は，期待される水準を上回る

ウ．自己点検・評価の内容は，期待される水準にある

エ．自己点検・評価の内容は，期待される水準を下回る

６ 研究 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  イ ）  

（判断理由）  

研究の推進で中心的な役割を演じてきた、廣瀬教授と藤田教授の転出後も、後任人事が

順調に進んでいることは評価できる。高岡教授の癌と感染症の自然免疫学、村上教授の

血液脳関門のゲート形成機構に関する研究は国際的にも高く評価されており、更なる展

開が期待される。英語発表論文も年々増加しており、特に、インパクトファクター5 以

上の雑誌に掲載された論文数も増加傾向にある。また、外部資金受入額も令和 2 年度で

は、教員一人当たり約 1,220 万円と高めに推移していることは評価できる。  

特記すべき点  

（優れた点）  

村上教授は超高感度な量子計測デバイスや量子イメージング技術の開発と、AIによる遺

伝情報、及び生理・行動情報の統合的解析により、微小炎症を超早期に発見する技術を

開発し、特異的な神経回路の人為的刺激により血管ゲート部の免疫・炎症反応を制御す

ることを目的として、AMEDムーンショット研究「病気につながる血管周囲の微小炎症を

標的とする量子技術・ニューロモジュレーション医療による未病時治療法の開発」に採

択されている。更に村上教授は、新型コロナウイルス感染症の重症化を防ぐとして承認

されたIL-6阻害薬の有用性をこれまでの実験データから示唆して論文発表し、新型コロ

ナウイルスの重症化におけるサイトカインストームの重要性を周知した点は高く評価で

きる。  

（改善を要する点）  

特にない。  
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７ 教育 

８ 人材育成 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  ア ）  

（判断理由）  

本研究所の研究室は、医学院、生命科学院、薬学院、総合化学院に参画して大学院生を

指導している。また、本研究所が毎年主催する北海道大学部局横断シンポジウムは、感

染癌拠点事業における人材育成事業として成果をあげている。さらに、感染癌研究セン

ターの主導により開催される「感染·癌·免疫·炎症シンポジウム」は、本研究所の拠点事

業の最も重要なイベントの一つで、若手研究者を含め全国から最先端の研究を展開する

研究者が参加し活発な議論が行われる。また、東市郎基金により，若手研究者の国際学

会への参加旅費を支援するとともに，所内で毎年開催している研究交流会で大学院生を

含む若手研究者の口頭発表やポスター発表に対して優秀発表者を選考して表彰してい

る。研究戦略室と協力して「部局横断型若手研究支援事業」の公募を開始し、若手研究

者の支援と共同研究の活性化を推進している。  

特記すべき点  

（優れた点）  

平成27年度から、北海道大学の生命科学・医学の研究力強化と若手研究者支援を目的と

して部局横断シンポジウムを主催しており、生命科学・医学研究を実施する部局ばかり

ではなく、材料・物質科学系の研究を実施する部局も参加し、令和2年度は理系部局のみ

ならず文系部局からも多数の研究者の参加があり、過去最多の35部局（参加者703人）が

参加する本学の一大イベントへと大きく成長したことは高く評価できる。  

（改善を要する点）  

特にない。  
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９ 北海道大学の機能強化への貢献 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （ イ ）  

（判断理由）  

本学の機能強化の目的で、医学院、生命科学院、総合化学院、獣医学院などとの連携を

強化している。また、獣医学院、国際感染症学院においても大学院生の研究指導を行っ

ている他、One healthフロンティア卓越大学院に学内連携機関として参画しており、免

疫応答・炎症制御に関する大学院教育、医学・獣医学の連携推進、産学連携を推進して

いる。また、本研究所が保有する各種共通機器・試薬・データベースなどのオープンフ

ァシリティ化を進めており、小動物用X線CT 装置、非侵襲高感度発光・蛍光生体内イメ

ージングシステム、実験用X 線照射装置、共焦点レーザー顕微鏡、タイムラプス顕微鏡

等をオープンファシリティ機器として登録している。さらに、令和2年度に文部科学省の

新型コロナウイルス診断・治療薬開発プラットフォーム整備事業に採択され、次世代シ

ークエンサー、超高速細胞分離装置、超解像共焦点顕微鏡等を新規に導入して共同研究

を実施していることは評価できる。  

特記すべき点  

（優れた点）  

上述の如く、北海道大学の生命科学・医学の研究力強化と若手研究者支援を目的として

部局横断シンポジウムを主催しており、生命科学・医学研究を実施する部局ばかりでは

なく、材料・物質科学系の研究を実施する部局も参加し、令和2年度は理系部局のみなら

ず文系部局からも多数の研究者の参加があり、35部局から700名が参加する本学の一大イ

ベントへと大きく成長したことは高く評価できる。  

（改善を要する点）  

特にない。  
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10 社会貢献（アウトリーチ） 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  ア ）  

（判断理由）  

幼稚園に出張し、免疫学とは何かをテーマとした演劇「からだまもるんジャー」や「遺

伝子病制御研究所こども研究所」等の活動を継続的に実施し，一般市民の研究所に対す

る理解を促進しながら交流を推進している点は高く評価できる。また、新型コロナウイ

ルスを易しく解説するWebの開設や基礎研究に興味のある高校生を対象とした「職場訪

問」を開催し、研究室内の見学、簡単な実験体験会を実施している。また、令和2 年度

の北海道大学部局横断シンポジウムにノーベル賞を受賞された梶田隆章先生や本庶佑先

生を招聘している。また、新型コロナウイルス対応として，研究所内にPCR検査体制を整

備し、札幌市保健所から衛生検査所に認定され，北大附属病院検査部と院内検査の取り

決めを締結するなど，新型コロナウイルスの征圧に向けた研究を開始している点も高く

評価できる。  

特記すべき点  

（優れた点）  

「遺伝子病制御研究所こども研究所」が発展し、低温科学研究所、電子科学研究所、人

獣共通感染症国際共同研究所などと共同で実施する「北海道大学こども研究所」に発展

し、令和元年度には読売新聞とタイアップして本学内の 5 つの研究所が参加する「こど

も研究所 X サイエンスレクチャー」のコラボ企画として 50 名ほどの小・中学生が参加

して実施した。子供たちに感染癌を含む基礎生命医学研究への関心を高めることに貢献

していることは高く評価できる。  

（改善を要する点）  

特にない。  
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11 国際交流 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  イ ）  

（判断理由）  

MRC や University of London 等の多くの学術機関と学術交流協定を締結して国際的な研

究活動を進めており、その成果として国際共著論文も多く発表している。また、本研究

所は、共共拠点として、免疫・感染・癌・炎症に関する多くの国際共同研究を実施して

おり、関連する国際シンポジウムを主催や共催している。国際学術交流協定の締結に関

しては、平成 28 年度時点では 2 件であったが、令和 2 年度末には 9 件締結しており、

各国を代表する国際的学術機関と研究交流を行っていることは評価できる。また、海外

の研究者とクロスアポイント制度を利用して研究を実施し、柔軟な人事制度を活用して、

国際化を推進している。  

特記すべき点  

（優れた点）  

オレゴン大学やシンガポール・テマセク生命科学研究所の研究者と研究を実施し、その

後、これらの研究者を本研究所の教授として採用している点は評価できる。  

（改善を要する点）  

特にない。  
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12 設備 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （ イ ）  

（判断理由）  

本研究所はマクロトームLeica CM3600XP、高速セルソーターBeckman MoFlo Astrios EQ、

多重免疫染色用CODEX、光シート型顕微鏡などのユニークな機器を含め、次世代シークエ

ンサー、シングルセル解析装置、超解像共焦点顕微鏡、フローサイトメーター、超遠心

機、マウス用発光・蛍光検出機、マウス用X線・CT装置、X線照射装置、ミクロトーム、

qPCR装置、細胞代謝計測装置、分子間アフィニティ計測装置、プレートリーダー、蛍光

発光計測器等の多くの機器を、共通機器として感染癌拠点の研究者に公開していること

は評価できる。また、文部科学省の先端研究等施設整備費補助金を受け、感染癌研究に

不可欠な危険物質を使用するための動物実験室の整備を実施し、個別換気ケージシステ

ム、X線照射装置等を導入し、新型コロナウイルス感染症のための衛生検査所登録への対

応ができた。さらに、令和元年度には、「フォトエキサイトニクス研究拠点事業」から

最新の超解像共焦点顕微鏡、5レーザー搭載の最先端シート型顕微鏡を導入した。このよ

うな取組から、機器の使用実績は着実に利用されており、共同利用・共同研究拠点とし

ての機能強化に大きく寄与している点は評価できる。  

特記すべき点  

（優れた点）  

本研究所の共同研究者には、P3動物実験室、P2研究室などを含む総面積277 平方メート

ルの研究室を提供し、さらに、551平方メートルをオープンラボとして供与している。こ

のようなオープンラボは学内外の関連研究を実施する研究者にも解放されており、国内

外の研究者が最先端の機器を利用できる環境を提供している点は評価できる。  

（改善を要する点）  

特にない。  
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13 国立大学共同利用・共同研究拠点事業 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  イ ）  

（判断理由）  

本研究所は、「遺伝子変異に起因とする疾患発症・病態メカニズムの解明とこれらの疾

患の予防・治療法の開発」を目的として、免疫科学研究所と医学部附属癌研究施設を統

合して平成12 年4 月に設立された北海道内唯一の生命医科学研究所である。ヒトの癌の

約3 割が細菌やウイルスなどの病原体感染に起因する「感染癌」であり、その発生機序

の解明、新規治療・予防法の確立は公共の福祉に供する緊急の課題である。ピロリ菌、

EBウイルス、肝炎ウイルス、パピローマウイルス等の病原体感染を起因とした腫瘍発生

（感染癌）の分子メカニズムの解明を進め、新たな治療や予防に結びつく基礎研究を推

進するため、関連学術コミュニティの研究者との共同利用・共同研究を推進する拠点を

形成し、公的研究機関として研究基盤の整備・充実を図り、感染癌や癌の制圧を目指し

た周辺領域を含む基礎医学研究を効果的に推進し素晴らしい業績を残している点は高く

評価できる。  

特記すべき点  

（優れた点）  

研究所の感染癌プロジェクトとして、特に悪性度の高いすりガラス子宮頸癌の遺伝子発

現解析からその診断マーカー、治療標的を同定している点は評価できる。また、新型コ

ロナウイルス感染症に対応するために患者検体の解析はもとより、当該感染症のサイト

カインストームモデル、自然免疫系の反応性の解析など独自性の高い成果も得られてい

る点は高く評価できる。  

（改善を要する点）  

本研究所の専任教員で感染癌を専門とする研究者は多くはないことから、人的な手当を

実施して、感染癌研究に注力してほしい。  
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14 遺伝子病制御研究所各分野における研究概要と成果 

特記すべき点  

（優れた点）  

ヒトの癌の約3 割が細菌やウイルスなどの病原体感染に起因する「感染癌」であり、そ

の発生機序の解明、新規治療・予防法の確立は公共の福祉に供する緊急の課題である。

本研究所は、ピロリ菌、EB ウイルス、肝炎ウイルス、パピローマウイルス等の病原体感

染を起因とした腫瘍発生の分子メカニズムの解明を進め、新たな治療や予防に結びつく

基礎研究を推進するため、関連学術コミュニティの研究者との共同利用・共同研究を推

進する拠点を形成し、公的研究機関として研究基盤の整備・充実を図り、感染癌や癌の

制圧を目指した周辺領域を含む基礎医学研究を効果的に推進し、素晴らしい業績を残し

ている点は高く評価できる。また、研究推進で中心的な役割を演じていた、廣瀬教授と

藤田教授の転出後も、後任人事が順調に進んでいることは評価できる。高岡教授の癌と

感染症の自然免疫学、村上教授の血液脳関門のゲート形成機構に関する研究は国際的に

も高く評価されており、更なる発展が大いに期待される。  

特に、村上教授は特異的な神経回路の人為的刺激により血管ゲート部の免疫・炎症反

応を制御することにより未病の段階で微小炎症を除去する技術を開発することを目的と

して、内閣府の大型予算である、AMED ムーンショット研究「病気につながる血管周囲の

微小炎症を標的とする量子技術・ニューロモジュレーション医療による未病時治療法の

開発」に採択されており、更に、新型コロナウイルス感染症の重症化を防ぐとして承認

されたIL-6 阻害薬の有用性をこれまでの実験データから示唆して論文発表し、この新型

コロナウイルスの重症化におけるサイトカインストームの重要性を周知した点は高く評

価できる。  

（改善を要する点）  

特にない。  
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総合評価 

（特記事項）  

遺伝子病制御研究所は，北海道大学の生命科学、基礎医学を指向する唯一の研究所とし

て、新たな学問領域を創成することを目的としている点が明確であり、実際に教員一体

となり目的に向かって研究に邁進している。本研究所は，癌や免疫異常によって引き起

こされる遺伝子病の原因解明と治療法の開発を推進し、免疫学、感染症学、腫瘍学の領

域で最先端の基礎研究を展開しており，研究内容は非常に高いレベルにある。本研究所

は、研究成果をトップジャーナルに多く発表し、ムーンショット等の大型研究費も獲得

している。また、北大部局横断シンポジウム等により若手・女性研究者の育成にも貢献

している。また、本研究所で始めた「遺伝子病制御研究所こども研究所」が「北海道大

学こども研究所」に発展し、令和元年度には読売新聞とタイアップして本学内の 5 つの

研究所が参加する「こども研究所 X サイエンスレクチャー」のコラボ企画として、子供

たちに基礎生命医学研究への関心を高めることに貢献していることは高く評価できる。

また、北海道大学近未来戦略 150 の世界からトップクラスの研究者が集まり最先端の国

際連携研究が行われる環境を整備し、世界に誇るグローバルな頭脳循環拠点を構築する

に貢献している。  

上述の如く、遺伝子病制御研究所は，北海道大学の生命科学・医学の研究力強化と若

手研究者育成に多大な貢献をしており、高く評価できる。  

30



遺伝子病制御研究所 外部評価調書 

外部評価者氏名 高柳 広

１ 理念・目標 

２ 沿革 

３ 組織体制 

４ 中期目標・中期計画 

５ 研究体制と将来構想 
特記すべき点  

（優れた点）  

遺伝子病制御研究所は、歴史的に免疫科学研究所と医学部癌研究所からの研究を統合し

てできており、免疫と癌の研究者が多くいた。そのため、重要な免疫、癌という領域を

結びつけ、感染癌という重要なテーマを中核に据えた研究の方向性は独自性が高く重要

なものと考えられる。現在は、感染、炎症、免疫と癌の基礎研究に携わる有力な研究者

に加えてより基礎的な生命科学の研究者も参画している。今年度、来年度からは、さら

に、感染癌を直接扱う専門家も参加することで、当該領域を推進する体制がより整って

きている。感染癌とその周辺領域研究の推進を通じて、国内外のネットワークを構築し

て当該研究領域のハブとして機能することが期待される。また、北海道大学内の唯一の

基礎医学、生命科学を実施する研究所として当該大学の機能強化にも大きく貢献してい

る。  

（改善を要する点）  

感染癌の最も初期のイベントである病原体と宿主の相互作用、病原体そのものを扱う研

究者の参加や協力を高めることで、免疫と癌の研究がさらに発展できる可能性がある。

その点では、今年度 1 月からクロスアポイントメント教授として参画している肝癌ウイ

ルス研究者の森石教授（山梨大学）、来年度以降に参画するピロリ菌研究者の畠山教授

（微生物化学研究所、クロスアポイントメント）、紙谷准教授（独立准教授）による取

り組みが重要でより感染癌に直結した研究が加わると思われる。
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以下の「評価結果及び判断理由」（評価結果）は，下記 4 段階から選択願います。  

ア．自己点検・評価の内容は，期待される水準を大きく上回る

イ．自己点検・評価の内容は，期待される水準を上回る

ウ．自己点検・評価の内容は，期待される水準にある

エ．自己点検・評価の内容は，期待される水準を下回る

６ 研究 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  ア ）  

（判断理由）  

基礎医学、生命科学分野で独自性が高くインパクトのある研究成果が複数発表されてい

る。また、国際誌への論文発表のレベルは高く、インパクトファクターの高い論文発表

もされている。さらに、新学術領域研究やムーンショット研究の代表者を輩出するなど

大型研究費の取得は高く評価できる。これら基礎医学、生命科学研究を通じて産学連携

研究にも繋がっている。  

特記すべき点  

（優れた点）  

論文業績、研究費の取得、ライブラリーやデータベースの提供は非常に優れている。  

（改善を要する点）  

一方、現行の免疫、癌の成果をさらに発展させて、感染癌に応用できることが期待され

る。  
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７ 教育 

８ 人材育成 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  イ ）  

（判断理由）  

教員あたりの大学院生の数は、ユニークな visiting student 制度などのために、他の大

学附属研究所と比べても非常に高く、東基金、ランチセミナーの実施などを通じた若手

研究者の教育、支援も充実している。さらに、若手ファカルティの登用も北海道大学ア

ンビシャステニュアトラック制度の活用による独立准教授登用など積極的に実施してい

る。

特記すべき点  

（優れた点）  

教授、独立准教授などを含めて若手研究者の登用に成功し、新しい基礎医学、生命科学

の潮流を作ることに成功している。  

（改善を要する点）  

PI としての女性研究者が現時点ではいないを改善することが必要と思われる。また、海

外研究者の参加などを含めてダイバーシティに配慮した施策を増やすことも望まれる。 
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９ 北海道大学の機能強化への貢献 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  イ ）  

（判断理由）  

７年間継続して主催している北海道大学部局横断シンポジウムなどを通じた融合研究領

域開拓、ノーベル賞受賞者の講演会などの大学機能強化、さらに、２つの北海道大学機

能強化に通じる概算要求事業を取りまとめるなど北海道大学の教育および研究への貢献

は非常に大きいものがある。さらに、感染癌研究を通じ、共通機器、試薬などを北海道

大学内にも広めていることから、共同研究拠点としても北海道大学の地位向上に大きく

貢献している。  

特記すべき点  

（優れた点）  

個々の研究者の研究レベルが高く、共同研究などを通じて北海道大学の研究力の向上、

幅広い共同研究、その他の取り組みによる地位向上に貢献が高い。  

（改善を要する点）  

特になし。  
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10 社会貢献（アウトリーチ） 
評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  イ  ）  

（判断理由）  

研究に専念する中で、社会貢献活動を計画実行することは極めて困難と考えられるが、

その中での努力は高く評価できる。具体的には、部局横断シンポジウムの特別講演を通

じた高大連携、北海道大学こども研究所や幼稚園での研究紹介などである。また、大学

祭時の研究所紹介企画、高校生への職場体験企画を実施することも重要であり評価でき

る。  

特記すべき点  

（優れた点）  

高校生、年少者、一般市民に対する広報活動など貴重な機会を提供している。  

（改善を要する点）  

特になし。  

35



11 国際交流 
評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  ウ ）  

（判断理由）  

国際交流協定、海外機関とのクロスアポイントメント締結など積極的に実施している点

は優れている。一方、国際共同研究は一定数を行っているものの、国際シンポジウム開

催などは、その数、質の向上など改善の余地がある。  

特記すべき点  

（優れた点）  

国際共同研究に注力している。国際交流協定の最近の伸びは特筆すべきものがある。  

（改善を要する点）  

国際シンポジウムなどの開催や海外からの人材採用、人材交流などは増やす余地がある。

外国人教員の数も増加すればより良いと思われる。  
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12 設備 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  イ）  

（判断理由）  

国内唯一の機器を含めて、共同利用可能な設備の充実、広く公開している点が優れてい

る。さらに、データベースなど有益な共有設備、情報を有している点も評価に値する。

また、実際の使用者数も年々増加している点も努力が認められる。  

特記すべき点  

（優れた点）  

最先端機器の充実、データベースやライブラリーの公開を広く共同研究者に実施してい

る点は非常に優れている。  

（改善を要する点）  

化合物ライブラリーなどは化合物数を増やす、可能であれば自動化実験のための施設の

設置などさらに充実が望まれる。  
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13 国立大学共同利用・共同研究拠点事業 

評価結果及び判断理由  

（評価結果）  

 （  イ ）  

（判断理由）  

感染癌に特化した国立大学共同利用・共同研究拠点は他になく独自性が高い。感染癌の

病態誘導のステップを感染、癌化、免疫反応、炎症反応に分けさらに、新たな領域とし

て染色体構造と転写制御、細胞膜構造と機能、オートファジーと液液相分離、細胞周期

解析などを加えて優れた研究者のリクルートにも成功している。また、クロスアポイン

トメント、独立准教授雇用など実際に感染癌研究を実施している研究者の時込みにも成

功している。

特記すべき点  

（優れた点）  

毎年実施している共同研究、研究集会開催事業など感染癌の国内における研究のハブと

して機能している。  

（改善を要する点）  

Twitter の利用など更なる広報活動などを通じて、より多くの国内外からの活用を促す

ことが望まれる。  
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14 遺伝子病制御研究所各分野における研究概要と成果 
特記すべき点  

（優れた点）  

非常に高いレベルの成果が、免疫、炎症、癌の基礎研究の広い分野から有力な国際誌に

刊行されている。さらに、それらの研究実績を基盤に新学術領域研究、ムーンショット

研究のリーダーを輩出、大型の産学連携研究を実施するなどレベルが高い。  

（改善を要する点）  

レベルの高い基礎医学研究、生命科学研究を通じて感染癌に直結した成果の発表につな

がることも期待される。
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総合評価 
（特記事項）  

北海道大学に附置された唯一の生命科学、基礎医学研究を実施する研究機関として、十

分な研究成果をあげていること、大学への貢献、国内外の研究コミュティにも寄与して

いることから、その活動と意義は高く評価されるべきものと考える。国立大学共同利用・

共同研究拠点活動の感染癌拠点の評価も高く、それらを基盤に、今後も従来の活動レベ

ルを維持発展させ、さらなる国際化、若手育成、研究協力への貢献を期待する。
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北海道大学遺伝子病制御研究所外部評価委員会 

配付資料一覧（令和４年２月１０日）            

 
 
 
１ 北海道大学遺伝子病制御研究所外部評価委員会 議事次第 
 

２ 北海道大学遺伝子病制御研究所外部評価委員会 委員名簿 
 
 
【議事関係資料】 
 
３ 北海道大学遺伝子病制御研究所 自己点検評価報告書 

 
４ 北海道大学遺伝子病制御研究所 外部評価調書様式 
 
５ （参考）北海道大学遺伝子病制御研究所外部評価内規 
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北海道大学遺伝子病制御研究所外部評価委員会 
 
               日 時：令和４年２月１０日（木）13:30～16:30 
               場 所：オンライン(Zoom)により開催 
 
 
     １．開 会（遺伝子病制御研究所長） 
       ① 開会挨拶 
          ② 外部評価委員の紹介 
          ③ 北海道大学遺伝子病制御研究所点検評価委員会委員等の紹介 
          ④ 委員長選出 
 
    ２．概略説明（遺伝子病制御研究所長・遺伝子病制御研究所副所長） 
 
    ３．自己点検・評価報告書説明 

（遺伝子病制御研究所長・遺伝子病制御研究所副所長） 
   
    ４．総括質疑・意見交換（外部評価委員会委員長） 
 

  ５．閉 会（外部評価委員会委員長） 
       ① 講評 
       ② 閉会挨拶 
       ③ その他 

42



分野

生命医科学分野

北海道大学遺伝子病制御研究所　外部評価委員会委員名簿

基礎医学分野

生物学分野

所属・職名・氏名

金沢大学
がん進展制御研究所　教授
　大　島　正　伸　（おおしま　まさのぶ）氏

大阪大学
感染症総合教育研究拠点　特任教授
　松　浦　善　治　（まつうら　よしはる）氏

東京大学大学院
医学系研究科　教授
　高　柳　　広　（たかやなぎ　ひろし）氏
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北海道大学遺伝子病制御研究所

細菌やウイルスの持続性感染により
発生する感染癌の先端的研究拠点

北海道大学遺伝子病制御研究所 外部評価委員会 概略説明資料

所長 田中一馬、副所長 村上正晃

重要性

１. 日本人死因第一位の癌の20％以上を占める既存の「感染癌」への有効な
予防・治療・診断法開発

２. 新興感染症の出現から想定される近未来の「新たな感染癌」への備え

感染癌とは？

・患者の約９０%がヒトパピローマ
ウイルスに感染

・発症数、死亡数ともに年々増加感染と持続的な
炎症

癌の悪性化／腫瘍の形成

遺伝子変異蓄積
癌の発生

・ヒト肝炎ウイルス
・ピロリ菌
・ヒトパピローマウイルス
・EB ウイルス

異種遺伝子
導入・変異誘導

○遺伝子病制御研究所は、感染癌研究拠点として
感染癌制圧のための革新的研究・教育体制を構築してきた

感染癌とは？

例）子宮頸癌
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さらなる感染癌研究拠点の発展のための体制

○感染癌の発生ステップごとの研究所の研究者と治療法

感染 癌化 免疫反応

細胞分裂阻害薬
放射線療法

Treg阻害薬
CarT療法

抗ウイルス薬
抗細菌薬
細胞分裂阻害薬

☆癌死亡者の20％以上が未だ感染癌との事実
・新規の革新的な診断法、治療法の開発
・より広い研究ネットワークの形成
・新興感染症・新規感染癌への備え

○感染癌研究の問題点

感染癌

炎症反応

+ 融合領域を含む
新たな視点

森石、畠山、紙谷高岡、吉松 近藤、園下 清野、北村

村上、岡崎・染色体構造・転写：野間 ・細胞分裂：茂木

・生体膜制御: 田中

・多様な研究領域から感染癌研究者をサポート

炎症反応誘導に必須のIL-6アンプ機構の制御遺伝子、標的遺伝子群の情報は一部を論文発表した(Cell Reports 2013)が、詳
細情報を感染癌拠点の共同研究者に公開。令和２年度までに114研究グループが当該データベースを利用し、43報の論文が
発表された。

感染癌研究拠点としての具体的な活動状況

感染癌分野のネットワーク構築

日本人に特徴的なすりガラス子宮頸癌を含む約50症例の遺伝子発現データベースを構築して公開。また、HPV陽性感染癌マウスモ
デルの作出中。

・毎年、全国の主要な感染癌研究者が参加する共同利用・共同研究集会「感
染・癌・免疫・炎症シンポジウム」を主催

・IL-6アンプ関連遺伝子情報の公開

・新型コロナ感染症患者リンパ球解析結果の公開、重症COVID19サイトカイン
ストームモデルの作製

・子宮頸癌検体の遺伝子発現情報の公開

感染癌・関連分野のデータベースや研究資源を公開

・shRNA及びsiRNAライブラリー、低分子化合物ライブラリーの公開
マウス全遺伝子をカバーするshRNAレンチウイルスライブラリー、ヒト全遺伝子をカバーするsiRNAライブラリー、さらに
500以上の化合物からなる低分子化合物ライブラリーは年間延べ200名ほどの共同研究者に利用されている。

令和２年度に感染癌研究センターが、新型コロナウイルスPCR検査のための衛生検査所として登録されたことを受けて、新型コロ
ナウイルス感染者のリンパ球解析及びサイトカインストームのモデルマウスの作成を実施中。研究成果は共同研究者に公開してい
る。

3

4
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遺伝子病制御研究所における感染癌研究

研究所プロジェクト：子宮頸癌研究（長谷部講師）

GCC-Cx-1 GCC-Cx-2 GCC-Cx-3

HE

P16
HPV陽性

p63
扁平上⽪癌

マーカー陰性

GCC‐Cx‐1

GCC‐Em‐1

GCC‐Cx‐3

GCC‐Cx‐2

GCC‐Em‐2

SCC‐5

SCC‐2

SCC‐6

SCC‐1

SCC‐4

SCC‐3

GCC‐Cx‐1

GCC‐Em‐1

GCC‐Cx‐3

GCC‐Cx‐2
GCC‐Em‐2

SCC‐5

SCC‐2

SCC‐6

SCC‐1

SCC‐4

SCC‐3

北大病院産婦人科 との共同研究
（論文投稿準備中）

・すりガラス子宮頸癌の遺伝子発現解析と
診断、治療標的の探索

こども研究所、バイオ企業への説明会、研究所一般公開、体験学習、ラボ見学および、幼稚園出張授業・演劇の実施：幼稚園
から高校生、一般、企業家まで感染癌とその周辺領域への研究所の取り組みを説明

感染癌研究拠点としての遺伝子病制御研究所の実績

・世界初の分野融合研究

最先端研究と分野融合研究の創成

国際・国内共同研究、社会貢献の展開

Harvard Univ, NIH、MRC、PI, CNRS、UWA、IN, UMCF、IISERBほか、東大医、阪大微研、阪大iFReC、京大癌免疫研
金沢大癌研、QST、生理研ほか、北大医学研究院、北大病院、電子研、人獣研ほか 多数

宇宙免疫学

国際共同研究の実施、国際シンポジウムの開催、北大の若手共同研究のための部局横断シンポジウム主催

・国内外の関連研究機関とネットワークを形成

・世界的な医学研究成果の発信
トップジャーナルへの発表：H28：Nat. Immunol.、EMBO J.、PNAS、Nat Commun. H29：eLife、Nat. Cell Biol.
JEM. H30：Cell Rep.、Mol. Cell、 PNAS、 Oncogene、Cell Host & Microbe R1：JID.、JEM、 PNAS、EMBO J.
JIM、Immunity, R2：Arthritis Rheumatol.、 PNAS、 Genome Res.、Nat. Commun.、Immunityなど

・社会貢献ー幼稚園から企業までー

・新学術領域研究に複数の代表者

宇宙免疫学（約70億円のロケットを使用）

・世界との交流と若手研究者育成

with JAXA, NASA

・ムーンショット研究の代表者

研究費総額 約3.3億円/5年と約3.8億円/5年

研究費総額 約20億円/5年

5

6
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遺伝子病制御研究所の拠点としての適格性

研究成果
論文数は年々増加し、令和２年度78報で、インパクトファクター10以
上のものも増加傾向（右図） 。
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論⽂数

IF10以上

研究費
外部資金を含む研究費総額は、令和２年度8億4,500万円、教員一人当
たりも2,500万円ほどと高い水準（右図） 。企業からの共同研究費も
令和２年度8,568万円（教員一人当たり約260万円）と高め安定して
いる。
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共同研究受⼊⼈数

リーダーの存在
新学術領域研究の「ノンコーディングRNAネオタクソノミ」（廣瀬哲
郎）と「細胞競合：細胞社会を支える適者生存システム」（藤田恭之）、
令和2年度にはムーンショット研究の代表者として村上正晃が選出され
た。

共同研究の支援体制

中間評価後、平成30年度から共同利用・共同研究推進室と感染癌研究
センターを一体化し、13名体制として運営体制を強化。それ以降、拠
点共同研究の受入人数は、平成29年度まで50名前後であったものが、
令和２年度で300名ほどと急増した（右図） 。

感染癌研究拠点の今後の方向性

・感染癌研究分野を発展させ、最先端の生命科学・基礎医学研究
を実施する部局として北大機能強化へ貢献

（１）遺伝子病制御研究所は、引き続き「感染癌の制圧のための研究推進と当該
研究者コミュニティの確立と整備」を拠点のミッションとする。

（２）中間評価結果を受けて一新した拠点運営体制を維持、発展させる。
・増加した共同研究事業、研究集会開催事業への参加者を維持、増加する。
・専任教員を配置した研究所プロジェクト研究である感染癌研究と新型コロナ

ウイルス研究を維持、発展する。

（３）一方、学外の感染癌研究グループとの協働は、まだ不十分と自覚。
・研究所内の感染癌研究力の強化：クロスアポイントメント制度、独立准教授雇用

などの利用から感染癌研究者を参画させる。
・研究所外の感染癌研究力の強化：国内外の感染癌研究者に対して積極的に働き

かけて拠点事業へ参加してもらい本研究所の最先端の研究資源、研究機器・設備、
データベースを利用し感染癌研究者の直接的な強化、協働をはたす。

（４）ハイインパクト論文、外部資金獲得、国際化、若手育成から北大機能強化に
引き続き貢献。 8

7

8
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≪概要≫

○職員数（R1.3.31現在）

○研究内容

○主な施設・整備・資源等

≪共同利用・共同研究の活動状況≫

（感染癌の国内外の拠点として機能）

≪代表的な活動成果≫

北海道⼤学 遺伝⼦病制御研究所 「細菌やウイルスの持続性感染により発生する感染癌の先端的研究拠点」

（単独型）

・遺伝子病制御研究所リエゾンラボによる融合研究実施と外部資金獲得

・北海道大学部局横断シンポジウムの主催 による若手研究者育成と融合研究の推進

・本学機能強化経費による 「フォトエキサイトニクス研究拠点事業」による拠点研究運営の強化

・北海道大学内での国立大学共同利用・共同研究拠点部局との連携

・北海道大学大学院医学院、生命科学院、総合化学院、獣医学院、医理工学院、情報科学院との

連携、卓越大学院への参画

・最先端共通機器・試薬・データベースなどのオープンファシリティ化による大学の機能強化

・新型コロナウイルス衛生検査所への登録と新型コロナウイルス研究の実施による機能強化

・大型研究費である科学研究費「新学術研究」「ムーンショット事業」のリーダーの排出による機能強化

・国内外の一流研究者とのクロスアポイントメントによる交流の促進による機能強化

感染癌を制圧するために感染・癌化・免疫・炎症を包
括的に解析し、さらに新技術開発を行う。

・ HPV感染による子宮頸癌は、研究所プロジェクト研究として北大病院、国立がん研究センターなどと連携をとって実施している。

日本に特異的なHPV感染にて生じる子宮頸癌100症例あまりの遺伝子発現データベースを構築し、さらに、新たなHPV依存性の

感染癌マウスモデルの作出している。また、令和２年度に感染癌研究センターが新型コロナウイルス衛生検査所に承認、新たな

研究所プロジェクト研究としてCOVID-19検体解析、モデルマウス作成を実施し、複数の論文をすでに発表した。

・JAXAおよびNASAとの宇宙免疫学、重力免疫学の創成に関する国際共同研究を令和元年度に実施した。ケネディ宇宙センター

から世界で初めて疾患モデルマウスを国際宇宙ステーションに送り、滞在させた後、生存回収した。宇宙空間のマイクロG環境で

は、腰髄部からの自己反応性T細胞の侵入、炎症の誘導、病態の形成は生じない可能性が高いこと(未発表データ)がわかった。

・インパクトファクターの高い発表論文は以下の通りである。平成28年度：Nat Immunol.、EMBO J.、Proc Natl Acad Sci U S A.、
Nat Commun. 平成29年度：Trends Biochem Sci.、eLife、Nature Cell Biology、 J. Exp. Med. 平成30年度：Cell Rep. 、
Molecular cell、Proc Natl Acad Sci U S A.、Oncogene、Cell Host & Microbe. 令和元年：J. Invest. Dermat.、J. Exp. Med.、
Proc Natl Acad Sci U S A.、EMBO J.、Cancer Immunology Research、J Intern. Med.、Immunity 令和2年：Arthritis 
Rheumatol.、Proc Natl Acad Sci U S A.、Genome Res.、Nat Commun.、Semin Cancer Biol.、Current Opinion in Cell 
Biology.、Hepatology、Immunityなど.
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マクロトーム連続切片によるマウス全身組織の解析

生体イメージングによる腫瘍解析⾼速細胞分離装置

≪大学の機能強化への貢献≫

○決算額（令和元年度）

○組織体制

本研究所では、拠点活動における国際的な活動として(ⅰ)拠点共同研究、(ⅱ)研究集会開催サポート、(ⅲ) 国際学術交流協定の締
結を実施している。 これらの取り組みから多くの論文が発表されている。特に評価の定まったインパクトファクター５以上の学術雑誌
数も平成28年度６報、平成29年度６報、平成30年度13報、令和元年度18報、令和２年度15報で、さらに、特許出願件数は、平成28
年度９件、平成29年度６件、平成30年度15件、令和元年度14件、令和２年度６件と増加傾向にて推移している。

研究所プロジェクト研究
（１）ヒトパピドーマウイルス（HPV）関連感染癌の遺
伝⼦発現解析と予防、治療標的分⼦の同定
（２） HPV陽性感染癌とCOVID‐19病態のマウスモデルの
作製
（３） COVID‐19重症化の主要因サイトカインストーム
の解析と予防、治療標的分⼦の同定

総務課 会計課

技術部 医学系事務部

研究所教授会

研究所長

研究部門
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9

北海道大学遺伝子病制御研究所

感染癌研究センター ・共同利用・共同研究推進室

室長、教授 村上正晃（神経免疫研究）

教授 園下将大 （癌研究）

准教授 吉松組子 （HPV研究）

准教授 北村秀光 （免疫癌研究）

助教 長谷部理絵 （HPV研究）

技術専門職員 石川 晋

技術職員（嘱託） 山口 桂

研究支援推進員 倉知 智子

全国共同研究施設
(東⼤医, 感染研, 国⽴がん研究セ, かずさDNA研など)

国⽴⼤学共共拠点
(東⼤医科研, 阪⼤微研, 九⼤⽣体防御研, 

⾦沢⼤がん進展研など )

・ 感染癌制圧のための先進的かつ融合的共同研究を推進
・ 感染癌制圧のための若⼿研究者の育成
・ 感染癌制圧のための国内外の研究機関とのネットワーク形成を推進

海外研究機関
(Harvard Univ, NIH(米), MRC(英), PI, CNRS(仏), 

UWA(豪), IN, UMCF(独), IISERB(印))など

国内の⼤学・研究所

⼤学・拠点名：北海道⼤学 遺伝⼦病制御研究所

感染癌研究センター・共同利⽤・共同研究推進室
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9

10
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⼤学・拠点名：北海道⼤学 遺伝⼦病制御研究所
ヒトパピローマウイルス (HPV) 感染癌発⽣に関与する新規因⼦の解明と

診断・予防・治療法開発に向けたデータベースの構築、公開

レーザーマイクロダイセクション

網羅的遺伝子発現解析
(RNA-seq)

ゲノム解析
(Exome-seq, WGS)

癌化関連因子の同定

データベースの構築

HPV陽性⼦宮頸癌・頭頸部癌

パラフィン包埋組織

⽣検材料

核酸抽出

HPV感染による⼦宮頸癌、頭頸部癌は世界中で存在する。世界的にはこれらはワクチン接種により
発⽣が抑制されている。⼀⽅、我が国では発⽣の多い型は粘液型などを含め他国とは異なるものが
有り、予後が悪い型も存在する。本研究では、我が国のHPV感染がんをそれぞれの型に分けて網羅
的に遺伝⼦発現解析とゲノム解析を実施し、癌化関連因⼦を同定、解析する。また、これらの情報
を蓄積して関連研究者と情報共有できるデータベースを構築、公開、将来的には感染癌の新たな診
断・予防・治療法開発を⾏う。

北⼤病院産婦⼈科との共同研究事業 11

【具体的目標】
がん、免疫、感染、炎症に関する部局横断型研究プロジェクトの形成、シンポジウム開催：各5件以上／6年
上記領域に関する国際共同研究：6件以上／6年
500万円以上の産学共同研究：6件以上／6年 産学・地域協働推進機構との連携による特許化

感染 がん
免疫

炎症

IGMリエゾンラボ
感染がんセンター内に設置

医学部
⼈獣

獣医学部

病院

薬学部

北⼤

国内外

機関A

機関B
企業B

企業A

新技術

⼤学・拠点名：北海道⼤学 遺伝⼦病制御研究所

感染癌拠点リエゾンラボによる研究⼒、産学連携⼒の強化

・本学の附置研、センターとも連携、新たな研究の⽅向性も⾒出し、北海道⼤学の機能強化に貢献

企業C

12

11

12
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【具体的目標】
・若手研究者支援：
若⼿共同研究奨励賞 50万円
x8件
優秀研究賞 200万円x2件
最優秀研究賞（500万円x2件、
特許化可能のもの）
・融合研究強化：
国際共同研究：2件以上／年
500万円以上の産学共同研
究：2件以上／年 産学・地

域協働推進機構との連携に
よる特許化：2件以上／年

⼤学・拠点名：北海道⼤学 遺伝⼦病制御研究所

部局横断シンポジウムによる若⼿研究者⽀援と研究⼒強化
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H28 H29 H30 R1 R2

北⼤部局横断シンポジウムの
参加部局と参加者

参加者 部局数

⽣命科学・医学分野と化学・材料
分野の研究交流の場を形成
・２つの領域が連携して若⼿研究者⽀
援と異分野融合型共同研究を推進

２分野を融合する部局横断シンポジウム

第６ 回

北大・ 部局横断シンポジウム　
　 若手研究者による生命と 物質の融合を目指して！

日時：  令和２ 年1 0 月1 9 日（ 月）　 午前９ 時～午後５ 時３ ０ 分
会場：  北海道大学医学部学友会館フラテホール（ w eb 開催）
主催： 　 創成研究機構・ 北海道大学大学力強化推進本部
主管：   遺伝子病制御研究所、電子科学研究所

共催：   水産科学研究院・ 地球環境科学研究院・ 理学研究院・ 薬学研究院・ 農学研究院

先端生命科学研究院・ 教育学研究院・ 保健科学研究院・ 工学研究院・ 医学研究院・ 歯学研究院

獣医学研究院・ 文学研究院・ 情報科学研究院・ 北海道大学病院・ 低温科学研究所

触媒科学研究所・ アイソト ープ総合センター・ 量子集積エレクト ロニクス研究センタ ー

スラブ-ユーラシア研究センタ ー・ 情報基盤センター・ 北極域研究センター

人獣共通感染症リ サーチセンター・ 北方生物圏フィ ールド 科学センター 

生命科学院・ 総合化学院・ 医理工学院・ 総合博物館・ 化学反応創成研究拠点 

U RAステーショ ン・ 産学-地域協働推進機構・ 数理-データサイエンス教育研究センター

後援：   北海道大学部局横断型シンポジウム等開催経費助成

文部科学省共同利用・ 共同拠点事業

文部科学省「 数理及びデータサイエンスに係る教育強化事業」

フォト エキサイト 二クス研究拠点事業 当事業は持続可能な開発目標（ SD Gs）を支援しています

令和3年より
概算要求事業「新たな学際領域を⽣み出す異分野
融合研究拠点をコアにした若⼿研究者育成」

13

施設・設備の概要
北海道⼤学遺伝⼦病制御研究所 (細菌やウイルスの持続性感染により発⽣する感染癌の先端的研究拠点)

共通機器室（マクロトーム）
施設・
設備の
概要

イメージ図

【マクロトーム Leica CM3600XP】
凍結包埋組織から最⼤ 45 (縦) x 15 (横) x 20 (⾼さ) cm の⼤型標本の作製が可能である。薄切の厚さは 1 -500 

µm 、薄切スピードは最⼤ 80 mm/s の設定で可能あり、モーターにより制御されているため、薄切が安定しており、再現性の
⾼い結果を得ることができる。国内の⼤学で唯⼀、本研究所に導⼊されている設備である。

主に病態モデルマウスやラットの全⾝や関節、椎⾻を含め
た脊髄標本、⼈の脳組織の標本を作製し、病態解析に

⽤いている。

利⽤状況等
【マクロトーム Leica CM3600XP】
設置年⽉ ︓ 平成 26 年 5 ⽉ 16 ⽇
（胆振東部地震のため故障し令和元年に災害復旧費により代替品整備）
導⼊経費 ︓ 30,000（千円）（受託研究費）（代替品整備財源︓運営費交付⾦）
運転経費 ︓ 3,000 （千円）／年（光熱⽔料、整備・運転に係る⼈件費、備品費含む）

＜利⽤の状況（令和２年度, 令和 3 年 1 ⽉時点）＞
・実稼動実績︓合計 88 ⽇（281.7 時間）、11.9 ％
・学内研究︓ 281.6 時間（10 課題）、年間使⽤⼈数 95名
・主な利⽤機関︓北海道⼤学遺伝⼦病研究所、医学研究院、保健科学院 、⼤学病院など
・その他特徴的な利⽤⽅法等︓医学研究院の⼤学院⽣の研究教育ために利⽤している。研究
所⼀般公開における最先端研究の説明⽬的にデモンストレーションを⾏なっている。

＜今後の計画＞
これまで主に病態モデルマウスやラットの全⾝および関節、椎⾻を含めた脊髄標本、⼈の脳組

織の標本の作製を⾏ってきており、安定した結果が得られているため、今後はさらに学内外との共
同研究での利⽤を推進していく。本機器を⽤いた最新技術により、感染・がん・免疫・炎症分野
の世界最先端の研究を推進する

主な
⽤途

従来の組織学的解析法では、組織をある⼀定の⼤きさに切り出す必要があったが、マクロトーム、タングステンブレード、鶴⾒⼤学
川本 忠⽂博⼠により開発された川本フィルムを⽤いることにより、⼤型標本を作製することができ、広範囲かつ網羅的な組織解
析が可能である。また、⾻や⻭などの硬組織も脱灰処理を⾏うことなく容易に標本が作製可能であるため、抗原性の保持がよく、
免疫染⾊で安定した結果を得ることができる。

タングステン
ブレード

マウス全⾝
新鮮凍結ブロック

マクロトーム Leica CM3600 XP

マウスの全⾝標本

緑︓分裂期の細胞, ⾚: ⾮分裂期の細胞
14

13

14
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施設・設備の概要 北海道⼤学遺伝⼦病制御研究所 (細菌やウイルスの持続性感染により発⽣する感染癌の先端的研究拠点)

共通機器室（光シート型顕微鏡）
施設・
設備の
概要

イメージ図

【光シート型顕微鏡 Miltenyi Biotec Ultramicroscope II】
Ultramicroscope II は 左右両⽅向 x 3 の光シートを搭載し、サンプル全体に均⼀な光シートを照射することができるため、

ダークエリアなどのアーティファクトを最⼩限に抑えることが可能である。 x 1 対物レンズによる広⾓撮影とタイルスキャン機能によりマ
ウスの脳や肝臓などの各種臓器全体を撮影することが可能である。国内唯⼀、5 種類（ 405, 488, 561, 639, 785 nm ）の
励起レーザーを搭載している。

利⽤状況等

主な
⽤途

病態モデルマウスの各種臓器における複数の標的分⼦の分布および局在を透明化技術により、LSM980 よりもさらに広範囲の3 
次元レベルで網羅的に解析する。

【光シート型顕微鏡 Miltenyi Biotec Ultramicroscope II 】
設置年⽉ ︓ 令和 2 年 2 ⽉ 6 ⽇
導⼊経費 ︓ 31,400（千円）（運営費交付⾦︓機能強化事業「フォトエキサイトニクス研究拠点事業」)
運転経費 ︓ 20 （千円）／年（光熱⽔料、整備・運転に係る⼈件費、備品費含む）

＜利⽤の状況（令和 ２ 年度）＞
・実稼動実績︓合計 18 ⽇（ 65.5 時間）、 4 ％
・学内研究︓ 時間（ ４ 課題）、使⽤⼈数 18 名
・主な利⽤機関︓北海道⼤学遺伝⼦病研究所、医学研究院、獣医学研究院、⼈獣共通感染症

リサーチセンター、⼤学病院など
・その他特徴的な利⽤⽅法等︓医学研究院の⼤学院⽣の研究教育ために利⽤している。

＜今後の計画＞
病態モデルマウス、⼈と動物の臨床例の各組織での標的分⼦の発現分布・局在を解析し、病態

との関連を解析する。光シート顕微鏡 Ultramicroscope II では、広範囲の３次元レベルで
網羅的に解析し、観察するエリアを絞り込み、超解像共焦点顕微鏡 LSM980 でオルガネラレベ
ルの詳細な局在解析を⾏う。今後はさらに学内外との共同研究での利⽤を推進していく。本機器
を⽤いた最新技術により、感染・がん・免疫・炎症分野の世界最先端の研究を推進する学内外と
の共同研究での利⽤を推進するとともに、これらの機器を⽤いた最新技術により、感染・がん・免
疫・炎症分野の世界最先端の研究を推進する。

光シート型顕微鏡 Ultramicroscope II

透明化技術による実験的⾃⼰免疫性脳脊髄炎
マウスの脊髄における炎症部位の検出

1 cm

マウス脳の透明化処理
透明化前 (左), 透明化後 (右)

透明化技術によるマウス脳での
網羅的⾎管検出

15

⼤学・拠点名：北海道⼤学 遺伝⼦病制御研究所

【感染がんに関与する炎症関連遺伝⼦のデータベースの公開】

②＜設備の概要及び目的＞

①＜施設・設備の設置年月、導入経費、運転経費＞

③＜利用の状況（令和２年度）＞

・利用件数：114 件
・主な利用機関：北海道大学大学院医学研究院、大学病院、薬学研究院、獣医学
研究院などの関連研究者に公開

癌の形成にも関連するSTAT3とNFκBの同時活性化にて生じる過剰なNFκBの活
性化：炎症アンプを制御する遺伝子をshRNAレンチウイルスを用いたゲノムワイド
スクリーニング(およそ16,000遺伝子分)にて同定し、炎症誘導に必須の遺伝子情

報をデータベース化した。また、それらのデータと疾患関連遺伝子との関係を得ら
れたゲノム・遺伝子情報をデータベース化した。

【炎症関連遺伝子のデータベース】
設置年月：平成25年5月28日 (Cell Rep. 2013 Mar 28;3(3):946-59. )
導入経費：無し
運転経費：無し（オープンアクセス： https://doi.org/10.1016/j.celrep.2013.01.028)

81
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31

27

99
制御

遺伝子

(マウス)

標的
遺伝子

(ヒト)

109

69
23

15

82

標的
遺伝子

(マウス)

55

54
14

8
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自己免疫疾患

メタボリック症候群

神経変性疾患

精神疾患

その他の炎症性疾患
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⼤学・拠点名：北海道⼤学 遺伝⼦病制御研究所

予算執⾏状況（平成28年度〜令和3年度）
（単位︓千円）

区 分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 計

運営費

運営委員会経
費 120 200 254 449 100 481 1,604

共同研究費 9,457 6,994 8,252 8,037 8,952 8,000 49,692

共同研究旅費 3,845 3,404 4,321 1,094 100 1,040 13,804

共同利⽤設備
運営経費 907 76 477 1,180 1,200 1,200 5,040

推進室運営経
費 1,000 1,000 1,541 528 1,500 4,000 9,569

モデル動物整
備費 1,000 1,000 1,000 1,348 3,825 200 8,373

印刷製本費・
光熱⽔料 2,901 1,962 0 3,011 1,500 0 9,374

通信費 0 0 0 673 700 706 2,079

研究集会開催
経費 3,997 8,591 2,282 1,807 250 2,500 19,427

計 23,227 23,227 18,127 18,127 18,127 18,127 118,962

17

⼤学・拠点名：北海道⼤学 遺伝⼦病制御研究所

概算要求（令和4年度〜令和9年度）
（単位︓千円）

区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 計

運営費

運営委員会
経費 481 481 481 481 481 481 2,886

共同研究費 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 48,000

共同研究旅
費 1,040 1,040 1,040 1,040 1,040 1,040 6,240

推進室運営
経費 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 9,000

共同利⽤設
備運営経費 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 24,000

感染癌研究
センター研
究費

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 9,000

印 刷 製 本
費・光熱⽔
料

2,249 2,249 2,249 2,249 2,249 2,249 13,494

通信費 457 457 457 457 457 457 2,742

研究集会開
催経費 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 24,000

計 23,227 23,227 23,227 23,227 23,227 23,227 139,362

18

17

18

52



INSTITUTE FOR GENETIC MEDICINE 





1  

 

 

2000

12 4  

 1941 16 1950

25 1974 49

 

 1962 37 1969

44  

 

 

EB

 

 

 

 
 



















5  

5-1  

12

12

 

22

lncRNA

 

  28

 

  30

PCR

 

 

 

 
 

  

  

  

  

  

 



5-2

lncRNA

2026 150 150

6

6-1

28 14

29 31 18 30 40

4 57

17 60 20

28 29

30 13 18

16 10

28 29 30

28 Nat.  



Immunol . EMBO J. Proc.  Natl  Acad.  Sci .  U. S. A. Nat Commun.  29 Trends 

Bi ochem . Sci . eLi fe Nat.  Cel l  Bi ol .  J.  Exp.  Med.  30 Cel l  Rep. Mol .  

Cel l Proc Natl  Acad Sci  U. S. A. Oncogene Cel l  Host & Mi crobe J.  Invest.  

Dermat. J.  Exp.  Med. Nature Physi cs EMBO J. Cancer Immunol .  Res. J.  Intern.  

Med. Immuni ty Arthri ti s Rheumatol . Genome Res. Nat.  Commun. Semi n.  

Cancer Bi ol . Curr.  Opi n.  Cel l  Bi ol . Hepatol ogy Immuni ty

6-2

8 2,800

2,510

4 304

1,220

30

RNA 3. 8

ncRNA

ncRNA



arcRNA ncRNA -

ncRNA

ncRNA

ncRNA

RNA

389

ncRNA

A+  
 

 3. 3  

( cel l  competi ti on)

i n vi vo

463

A+

 
 

 AMED

20  



QoL

T

AI

QoL

 
 

6-3  

28

50

20

28 5, 238 29 7, 586 30 8, 828

5, 456 2 7, 261

15 28 9

29 6 30 15 14 2 6 15

 



7

One heal th

28 26 29 46

30 90 75 29

28 41 29 33

30 37 36 40

28 30

30

MIT

150



8  

 

( )   

50 100

HPV

 

( )   

500

1, 000 300 800

 

( )  IGM  

28

IGM

28 13 29 13 30 10 19

13

50

 

( )   

29

OB

30

29 10 30

1



( )  

9

Sci  Rep 2019 )

NICA

27

28 10

177 29 15

244 30 20 297

26 323

35

703

30



200  

50 300

1, 000 200

800 100 35

 
 

 

30

30

 
 

 

One heal th



 
 

  

X

CT X

1

1 1

1 1 1

1

X

RNAseq

23

P3 P2

277 551

IL-6 shRNA siRNA

200

25

114 43

1 8, 000



 

 

10  
  

 30

 
 

115

172
 

 

( ) 
IGM

( ) 

( ) 
28

STV HTB
( ) 30

×
50

27

30

 



29 77

11

( ) ( ) 

( ) 

( ) 28 33

29 49

16 ) 30 54

14 ) 56

14 )

3 1

63 10 )

2

( )

28

29 30

2

2

2

100



( ) 28

9

28

4.5

( ) ( )

12

(i )  IL-6

IL-6 25

(Cel l  Reports 2013)

25 114

43

( ) shRNA si RNA

shRNA

si RNA 500

200

( )

30 HPV



HPV

50

HPV

( )

PCR

( )

Lei ca CM3600XP Beckman MoFlo 

Astri os EQ CODEX

1

X CT

X qPCR

X

28 2, 818 7, 951 2, 758 29

3, 001 6, 966 2, 981 30

3, 331 9, 729 3, 331 4, 210

7, 495 2, 621 4, 197

6, 921 2, 530



( )  

P3 P2 277

551

 

 

13  

  

12

EB

 

 

  

22

 

 

 

 



 

30

 

 

  

HPV

 

 

 

 

 

 

 

  

 

70

20 500 HPV

COVID-19

 

 

20

P3

siRNA



 

 

 

 

 

10

10

 

 

 

AMED

 

10

 

28

 

 



 

COVID-19

 

 

 

30

AMED

30

RNA

389 463

AMED

(PM)

JAXA NASA

IL-6

IL-6

TV  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

















 

 

14.  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





































































16  

 
  

 

1.6%

 

 

 

 

 

(i)

 

(ii)

 

 

 

 

 

10

PM

 

 

  
 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30

100

1000

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

IL-6

siRNA shRNA

T

2500 4000

 

 

 

 

 

 

 

 

 


	
	委員名簿

	
	R2.9.1～

	
	委員名簿




